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Qアライグマはどれでしょう？

（環境省アライグマ防除の手引き（改訂版）H26より引用）



正解

引⽤︓環境省 特定外来⽣物
の⾒分け⽅（同定マニュアル）



１．アライグマ等の生態

２．アライグマの被害

３．アライグマの防除対策
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外来種って？

在来種

従来からその地域に

棲息・生育するもの

外来種

他地域から人為的に

持ち込まれた生物

ブラックバス（オオクチバス）



Qこの４種のうち外来種はどれ？

（１）アナグマ

（２）アライグマ

（３）ハクビシン

（４）タヌキ



特定外来⽣物とは？
外来生物法の目的

• 「特定外来生物による生態系、人の生命・身体、農林水産業への被
害を防止し、生物の多様性の確保、人の生命・身体の保護、農林水

産業の健全な発展に寄与することを通じて、国民生活の安定向上に

資すること」

• 「問題を引き起こす海外起源の外来生物を特定外来生物として指定
し、その飼養、栽培、保管、運搬、輸入といった取扱いを規制し、

特定外来生物の防除等を行うこと。」

• 特定外来生物：外来生物であって、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ

被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれがあるものの中から指定される。「侵

略的外来種」の中から特定の種を選定し，「特定外来生物被害防止法」で被

害を防止するもの。



それぞれ似てるけど違う！

共通点は、みんな夜行性であること！
私たちの身近にいるけど

意外と姿を見ることが少ない。



タヌキの生態

• 主に夜行性、ロードキルが多い

• 雑食性（銀杏、柿、小動物、昆虫など）

→生ごみ、農作物も大好き

• 単独または家族単位の群れを持つ。

• 「ため糞」をするがなわばりをもたない。

• 行動圏は、平均で３.４km２ほど（0.25～20 km２程度）

• ５～７月に４～６頭の子供を産む。

• 木登りはあまり得意ではない。

穴を掘ったりするどい歯でネットを食いちぎったりして侵入する。

在来種



アナグマの生態

•穴掘りが得意で、斜面や大岩、木の根もとを利用して巣穴
を掘る。家屋などの床下を利用することもある

•動物食を中心とした雑食性。ミミズなどの土壤動物や昆虫、
カエルやモグラなどの小動物、果実などを食べる

•繁殖年1回、春に1～4頭の仔を出産

•母子を中心とした6～7頭の集団で生活

また、単独で生活する雄が巣穴や餌場を共有

西日本では希少種扱いの場所もある。

在来種



原産地の違い

ハクビシン

アライグマ

環境省 2015年
「⽣態系被害防⽌外来種リスト」
「重点対策外来種」

外来⽣物法
特定外来⽣物環境省 2005年



ハクビシン（ジャコウネコ科）

成獣 体重 ３～４ｋｇ

全長 １０００ｃｍ（尾長４０ｃｍ）

農水省野生鳥獣被害防止マニュアルH30より引用



ハクビシンの生態
古くからの
外来種

• 完全な夜行性、木登り得意。１１０ｃｍまで垂直ジャンプ。

• ねぐらは複数あり、そこを点々と移動する。

• 行動範囲は、３０～７０haほどで、オスの方がメスより広範囲

で行動する。

• 年に1回、平均２～３頭のコドモを産む。

• 雑食性で、果実やトウモロコシなどの野菜、小動物、昆虫、鳥

類やその卵を食べる。

農水省 H20 野生鳥獣被害防止マニュアル― ハクビシン―より引用



アライグマ（アライグマ科）

成獣
体重 6～10ｋｇ

引⽤︓環境省 特定外来⽣物の⾒分け⽅（同定マニュアル）



意外と凶暴

• 1970年代にペットとして輸入。

⇒その後、ペットの飼育放棄が発生し、野生化

•アライグマ○○○○の衝撃のラスト



アライグマの生態

• 野外での寿命は5年程度。

• オス、メスともに単独生活し、

発情期のみ一夫多妻制。

• 年1回平均３～６頭出産。

• なわばりをもたない。餌条件がいいと多くの個体が集まる。

• 果実、野菜、穀類、種子など植物質中心だが、小型哺乳類、鳥類、

爬虫類、両生類、魚類、甲殻類、昆虫類、貝類などの動物質もよ

く食べる。

• 夜行性。木登り、泳ぐのが得意。水辺を好み、森林、農地、市街

地でも生息。

特定外来生物



アライグマの増加率

産仔率

産仔率＝妊娠率×胎児数（２～６頭）

産仔率 1歳 2.6 2歳以上 3.1

年増加率４８％

10 頭のアライグマ

→10 年後には約500 頭

→20 年後には25,000 頭

環境省 H30

年間捕獲率に応じたアライグマの
個体数変化の予測

兵庫県：坂田(2009) 兵庫ワイルドライフモノグラフより引用



•（ ）と（ ）は在来種、

（ ）は古い外来種、
（ ）は特定外来生物に指定。

•雑食性で夜行性。ハクビシンとアライグマは、
（ ）がうまく、タヌキとアナグマは

（ ）のが得意。

•アライグマは、餌条件が良いと年増加率が
（ ）。

→非常に個体数増加率の早い動物である！

中型獣類の生態まとめ

タヌキ アナグマ

ハクビシン

アライグマ

木登り

掘る

４８％
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アライグマの分布拡大

2006年のみ確認
2006年、2017年両方確認
2017年のみ確認

2006年から2017年で
分布エリアは約3倍に

環境省 2018



•北海道、関東、中部、
近畿の都市周辺に広

く分布の記録がある。

•その他の地域におい
ても、まばらに分布

している。

•隣接する地域につい
ては、分布が拡大す

る可能性が高い。

日本におけるアライグマの分布

⽣物多様性評価地図（環境省）より引⽤



全国のアライグマ被害

トウモロコシ、スイカ、メロン、

養魚などで被害が発生しやすい

アライグマの
被害は増加傾向



人家侵入するハクビシン・アライグマ

•ハクビシン・アライグマは家族単位で人家や神社、

寺等の屋根裏のねぐらを交代で利用。

•断熱材を巣材にする。糞尿、寄生虫などの被害。

•文化財が危機に！！

三条害虫HPより引用
https://sanjogaicyu.com/pests/hakubishin/（米島ら 2018より引用）

アライグマ・ハクビシン被害社寺割合



その他のアライグマ被害
• 原産地の北米大陸では、狂犬病やアライグマ回虫症などの人畜
共通感染症の媒介による問題

• 強力な天敵や競争種となる動物がほとんどいない。

• タヌキやアナグマなどの在来中型食肉獣との関係では、食べ物
や繁殖場所等で競合してしまう可能性

• 在来の餌生物（両生類、爬虫類、サギ、フクロウなど）

の捕食被害



アライグマによる被害(両生類の事例)

写真提供：愛知教育大学 島田知彦准教授

日本爬虫両棲類学会の爬虫両棲類学会報2020第1号に掲載された
「ミカワサンショウウオ産卵地で観察されたアライグマによるアズマヒキガ
エルの捕食例」の写真より

ヒキガエル類は耳腺に毒をもつので頭部を残した死体もあるが、
腹部のみのものも存在。
尚、アズマヒキガエルは近年、生息数が減少している種。

日
本
#
両
生
類
'
危
)
*



アライグマによる被害(両⽣類の事
例)

写真提供：埼玉県立 川の博物館 藤田宏之学芸員

写真左：アライグマに捕食されたヤマアカガエル 写真右：アライグマに捕食されたトウキョウサンショウウオ



•アライグマは、（ ）、（ ）、

（ ）、（ ）に大きな被害

•アライグマ・ハクビシンは、民家や寺社仏閣の
（ ）にねぐらをつくるため、

（ ）や（ ）に被害が発生

•アライグマ回虫症や狂犬病など、
（ ）の媒介者となる

•両生類、爬虫類、鳥類を捕食することで
（ ）に瀕すことがある。

主にアライグマの被害

トウモロコシ

養魚スイカ

メロン

屋根裏

騒音・悪臭 文化財

人畜共通感染症

絶滅の危機
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在来種の野生動物管理の考え方

⽣存を認め、絶滅しないよう、
被害がひどすぎないように適切な個体数で管理

タヌキ
アナグマ



特定外来⽣物の管理の考え⽅

地域からの根絶を⽬指した徹底的な捕獲を実施

アライグマ



•増加率（４８％）が高
い。

•イノシシより移動力が
高い！

一度増えたら手遅れに

根絶を目指すなら早い方

が可能性が上がる！

すごくあっという間に増える！

（アライグマ防除の手引き 環境省H26より）



アライグマは根絶できるか？

千葉県 塩田川流域

（９ｋｍ×３．５ｋｍ＝３５
ｋｍ２）

9か月間 箱罠１００個

平均近傍距離３０１ｍ

（浅田２０１４より）



個体数の変化

集中捕獲によって

メス成獣、幼獣は減少するが、

オスの完全制御は困難

→アライグマの分布拡大
メス０．１～１．４ｋｍ

オス２．３～３３ｋｍ

（最大２７５ｋｍの記録あり）

（浅田２０１４より）



• 1996年狩猟による捕獲（6頭）

→その後も、1998年、2002年、2010年、2014年に狩猟による

捕獲の記録が存在する。

• センサーカメラによるアライグマの撮影：

2015年上越市で1個体撮影（撮影者：新潟大学箕口教授）

→それ以降、センサーカメラによる撮影回数が増えていく。

→上越地域を中心に、アライグマが定着、分布を拡大させて

いるのではないか、という事で本格的に調査が開始される。

新潟県では？



上越・糸魚川エリアで定着？

上越市・⽷⿂川市
⇒捕獲・センサーカメラ・ロードキル

上越市

糸魚川市



調査の主体

糸魚川市：糸魚川市市民部環境生活課

上越市：長岡技術科学大学戸嶋氏（山本研究室）

新潟県のアライグマ分布調査



糸魚川市の分布状況

糸魚川市調査



上越市の分布状況

長岡技大戸嶋氏調査



アライグマの防除の考え方

（アライグマ防除の手引き 環境省H26より）

上越、糸魚川は
今このあたり？

ほとんどの
新潟の地域？



•外来生物法の防除計画か、鳥獣保護及び管理法の
有害鳥獣捕獲の２つの選択があり。

→防除計画による外来生物特有の制限を緩和する。

法律に基づくアライグマの捕獲許可

新潟県には防除計画を立てている市町村は一つもない！



（１）普及啓発

（２）生息・被害情報の

収集

（３）防除の計画と実施

防除計画と実施

計画づくりは、早ければ
早いほど良い！
遅いほど手遅れになる！

（アライグマ防除の手引き 環境省H26より）



• (b)と(d)の段階でい
かに迅速に動ける

かがカギ

•希少な野生生物が
生息していて、捕
獲されやすい場合

→防除優先度高い！

市域の防除実施の考え方

（アライグマ防除の手引き 環境省H26より）



•チラシの配布、説明会の開催、
回覧板、HPといった自治体等の
広報媒体の活用

•アンケート、聞き取り調査

普及啓発

（アライグマ防除の手引き 環境省H26より）



環境省によるパンフレット

https://kyushu.env.go.jp/to_2012/data/0323a_03.pdf



•しかし、人間の手で管理する以外に方法がない。

•たくさんの罪のない命を奪う前に早めの管理を！

→新潟県民の皆さんにこの問題を知ってもらうため

市民参加型アライグマ調査を是非、ご紹介ください！

アライグマに罪はない

島根県大谷浩章氏提供

市民参加型
アライグマ調査の目的

１アライグマの分布状況の把握

２市民の皆様への普及啓発


